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今
月
は
、
平
成
噴
火
の
火
砕
流
と
災
害
遺

構
を
紹
介
し
ま
す
。
火
砕
流
で
被
災
し
た
エ

リ
ア
と
し
て
「
千
本
木
」、「
上
木
場
」、「
大

野
木
場
」
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

に
は
、被
災
遺
構
が
当
時
の
ま
ま
保
存
さ
れ
、

災
害
を
後
世
に
伝
え
て
い
ま
す
。

平
成
噴
火
の
火
砕
流

　
火
砕
流
は
、
高
温
の
溶
岩
の
破
片
や
火
山

灰
、
火
山
ガ
ス
が
一
緒
に
な
っ
て
高
速
で
斜

面
を
流
れ
下
る
現
象
で
す
。
平
成
噴
火
の
火

砕
流
は
、
普
賢
岳
の
斜
面
か
ら
出
て
き
た
溶

岩
ド
ー
ム
の
一
部
が
崩
れ
落
ち
る
こ
と
で
発

生
し
、
そ
の
発
生
回
数
は
９
４
０
０
回
以
上

に
も
達
し
ま
し
た
。

　
平
成
3
年
6
月
3
日
に
発
生
し
た
大
規
模

火
砕
流
は
、島
原
市
の
上
木
場
地
区
を
襲
い
、

報
道
関
係
者
、
消
防
団
員
な
ど
、
あ
わ
せ
て

43
名
が
犠
牲
と
な
り
ま
し
た
。
現
在
、
上
木

場
地
区
に
は
、
報
道
関
係
者
が
集
ま
っ
て
い

た
「
定
点
」
と
呼
ば
れ
る
場
所
に
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。現
在
こ
こ
は
、

砂
防
指
定
地
と
な
っ
て
お
り
、
立
ち
入
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
島
原
市
で
は
、
毎
年
6
月
3
日
を
「
祈
り

の
日
」
と
し
て
追
悼
行
事
を
行
い
、
災
害
の

教
訓
を
後
世
に
伝
え
る
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
同
年
9
月
15
日
に
発
生
し
た
大
規

模
火
砕
流
で
は
、
南
島
原
市
深
江
町
の
大
野

木
場
地
区
ま
で
熱
風
が
お
よ
び
、
当
時
の
小

学
校
が
被
災
し
ま
し
た
。こ
の
被
災
校
舎
は
、

当
時
の
ま
ま
の
姿
で
保
存
さ
れ
、
見
学
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
平
成
5
年
６
月
23
日
に
発
生
し

た
大
規
模
火
砕
流
は
、
島
原
市
の
千
本
木
地

区
に
ま
で
お
よ
び
、
1
名
が
亡
く
な
り
ま
し

た
。

　
九
州
大
学
な
ど
に
よ
る
火
山
活
動
の
状
況

の
観
測
や
国
土
交
通
省
に
よ
る
水
無
川
流
域

に
お
け
る
砂
防
工
事
な
ど
、
関
係
者
の
協
力

で
災
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
取
り
組
み
が
現

在
も
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

定 点

旧 大野木場小学校

山肌を流れ下る
火砕流

３月７日から「津波警報」が変わります　　　
気象庁では、平成 23 年に発生した「東日本大震災」による津波被害の経験を基
に、津波警報などの改善に向けた検討を進め、平成 25 年３月７日 12 時から新
しい形式の津波警報などの運用を開始します。

▶問い合わせ先
　長崎海洋気象台（☎ 095-811-4862）

津波警報・注意報等の主な変更内容 津波から命を守るために
　マグニチュード８を超える巨大地震の場合は、最
大級の津波を想定して、 「大津波警報」や「津波警報」
を発表します。このとき、予想される津波の高さを、

「巨大」、「高い」という言葉で発表して非常事態で
あることを伝えます。
　また、これまで８段階で発表していた予想される
津波の高さについては、５段階に集約します。
　津波警報などの発表時には、各区分の高い方の値
を、予想される津波の高さとして発表します。

①強い揺れ、弱くてもゆっくりと
　した長い揺れを感じたら…
②揺れがなくても、津波警報を見
　聞きしたら…

▶▶▶▶ すぐに 避難！

5　　平成 25.3.


